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インタビュー：松本ホタル学会
特集：市⺠活動フェスタ2024
インフォメーションコーナー
助成⾦情報

【内容】

松本ホタル学会

設立：2012年
構成団体・人員：７団体
　　　　　　　　２５０人
目的：ホタルも棲めるよい
　　　自然の維持・復活と
　　　そのための教育・支
　　　援活動・要請活動を
　　　行う。

（まなぶかい）



Larana, Inc. 代表

この⽇は、⽣き物観察会へ向けて作業
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2024.9.28

講堂講堂 会議室会議室

10:00~17:00
開催時間開催時間

29~土 日

楽しい楽しい

イベントがイベントが

いっぱい！いっぱい！

２日間２日間

HAPPY
HAPPY

参加団体参加団体

参加
無料
参加
無料

10:00~15:00
28(⼟)
29(⽇)

　市民のみなさんが市民活動に触れていただく市民活動フェスタ
を開催します。35団体が参加し、ブース出展・ステージ発
表・学習会等をおこないます。市民のみなさんと団体の皆さん
が一緒に参加して楽しむ「市民活動クイズ」もあります。
ご家族で楽しんでいただける２日間。ぜひご来場ください。

・松本手話サークル・松本手話サークル
・すまいるダンスくらぶ・すまいるダンスくらぶ
・NPO総合体操クラブWing・NPO総合体操クラブWing
・松本ひまわりの会・松本ひまわりの会
・アルプス草笛会・アルプス草笛会
・WS安曇野・WS安曇野
・ポジ◎ラボ・ポジ◎ラボ
・渓流保護ネットワーク・渓流保護ネットワーク

・古い電車で新しい語らいの会・古い電車で新しい語らいの会
・NPO法人信州ひねもす・NPO法人信州ひねもす
・ケアぼうしの会・ケアぼうしの会
・地球環境フォーラム・地球環境フォーラム
・こどもの居場所　みなもと・こどもの居場所　みなもと

ポケットパークポケットパーク
・てくてく・てくてく
・松本市「暮しと環境」を考える会・松本市「暮しと環境」を考える会
・音色くらぶ・音色くらぶ
・WS安曇野・WS安曇野
・信州ツキノワグマ研究会・信州ツキノワグマ研究会
・ポジ◎ラボ・ポジ◎ラボ

交流スペース交流スペース
・ワーカーズコープ・ワーカーズコープ
・フリマネット信州・フリマネット信州
・渓流保護ネットワーク・渓流保護ネットワーク
・子どもを亡くした親の会「たんぽぽの会」・子どもを亡くした親の会「たんぽぽの会」
・子どもの育ちを支える会・子どもの育ちを支える会
・中信地区里親会・中信地区里親会
・音色くらぶ・音色くらぶ
・松本ホタル学会・松本ホタル学会
・講師バンクまつもと・講師バンクまつもと
・はぐまつ・はぐまつ
・NPO法人信州ひねもす・NPO法人信州ひねもす
・長野色育会・長野色育会
・歓生命Cheer・歓生命Cheer
・ケアぼうしの会・ケアぼうしの会
・NPO法人中信多文化共生ネットワーク・NPO法人中信多文化共生ネットワーク
・松本留学生応援ファミリーの会・松本留学生応援ファミリーの会

市⺠活動フェスタの詳細は
QRコードからご覧くだい



新スタッフ紹介

『インフォメーション』コーナー
イベント・SNS知識・NPOに役⽴つ書籍をご紹介！

NPO関連オススメ本
【改訂新版】⾮営利団体の資⾦  
 調達ハンドブック
著者：徳永 洋⼦

 NPOにとって「活
動資⾦をどう獲得す
るか」は悩みの1
つ。本書は「寄付者
が最初の寄付をする
までの過程」を分析
し過程ごとの対応が
紹介されています。

NPOとは何か

著者：宮垣 元

 阪神・淡路⼤震災
のボランティア活動
後、⼦どもの貧困・
気候変動など、多岐
にわたるNPOの歴
史・制度・存在理由
から特性まで、詳細
に書かれています。

SNS⾖知識
 ミッションを達成していくために、会
員を増やしたり、クラウドファンディン
グに挑戦することは⼤事ですが、それら
を成功させるためにSNSを活⽤してくだ
さい。活⽤で⼤事なことは「定期配信」
です。定期配信することで「信頼」を与
えることができ、会員やクラウドファン
ディングの成功に繋がります。

湯浅誠⽒講演会 少⼦化と⼦どもの居場所〜地域で⽀
える⼦育て〜

 少⼦化社会における地域の居場所づくりの必要性について広く県⺠の皆様に
知っていただき、地域の居場所づくりやこども⾷堂等の活動への理解の促進を
図るための講演会を開催します。
□⽇時：2024年8⽉31⽇(⼟)10:30〜11:50
□会場：塩尻総合⽂化センター�⼤会議室（定員90名）
□参加費：無料
□申込み：https://www.mirai-kikin.or.jp/の講演会申込フォームから
□主催：公益財団法⼈⻑野県みらい基⾦

第44回講座「⼈間はどこまで家畜か〜同調・思考停
⽌を求める現代社会をどう⽣きる？」

第1部�講演「⼈間はどこまで家畜か」
      講師：熊代 亨さん（精神科専⾨医、精神保健指定医）
第2部�「フリーディスカッション」
    講師を交えて⾃由な意⾒交換を⾏います。
□⽇時：2024年8⽉31⽇(⼟)�14:00〜16:30
□会場：松本市中央公⺠館Mウイング�3階�3-1・3-2会議室（定員90名）
□参加費：500円（信州⾃遊塾会員・⼤学⽣以下は無料）
□申込み：https://jiyujuku.org/の講座申込フォームもしくは
     電話�090-4911-8209（⾃遊塾事務局�担当まつもと）
□主催：信州⾃遊塾

編集後記

（災害ボランティア、地域の居場所 
 から気候変動対策まで）

 傾聴の基礎やコツを学びます。「傾聴について」または「傾聴ボランティア」
に興味のある⽅のご参加をお待ちしております。
□⽇時：2024年9⽉19⽇(⽊)13:30〜16:00
□講師：内⼭�⼆郎�⽒（フリージャーナリスト/(前)⻑野市傾聴電話運営委員⻑)
□会場：松本市総合社会福祉センター�４階⼤会議室（先着50名）
□参加費：無料
□申込締切：2024年9⽉6⽇(⾦)
□申込み：電話�27-3381���FAX�27-2239��(松本市社会福祉協議会�地域福祉課)
������������������MAIL��vol@syakyo-matsumoto.or.jp�
□主催：松本市社会福祉協議会

令和６年度�ボランティア養成講座「傾聴ボランティ
ア基礎講座」

　今年度から信大生として松本で生活しており
ます。元々イベントや祭りで地域の人々と交流
することが好きで、松本の文化を知り、市民の
皆様の活動に貢献したいという思いでサポート
センターに加入させて頂きました。精一杯務め
ますので、一年間よろしくお願い致します。

濱地   啓希 大月   礼子 　私が子どもの頃は、お盆を過ぎると
残暑でしたが、今は猛暑です。くれぐ
れも熱中症にお気をつけ下さい。　　
　「SNS豆知識」でお伝えしました
が、SNSはぜひ活用して下さい。使い
方や始め方がわからない場合は、お気
軽にご相談ください。（林）

（�時事通信社�）

（�中央公論新社�）

　４月からお世話になっています。市民活動を
されている皆様を始め、スタッフの皆さんの多
彩さに日々励まされております。皆様の活動の
一助となれるよう、精一杯務めたいと思ってお
ります。どうぞよろしくお願い致します。


